


はじめに 

 われわれの研究課題は,1.プレアタッチメント期とされる生後 3ヶ月の母子相互作用,と

くに,出産直後の乳児と母親のシグナル－応答システムの形成の必要条件,2.母子のアタッ

チメント関係の評定法の確立と,アタッチメント関係の比較,3.母子の分離・自立のしくみ,

をあきらかにすること,さらに,4.母子相互作用仮設にもとづく乳幼児発達指導の基準を作

成することにある。 

 3 年間の研究成果の要約は,それぞれ分担執筆したので,それにゆずりたい。 

 この研究をとおして,われわれは,アタッチメント関係の概念が,子どものパーソナリテ

ィの発達と,精神的健康の理解に基本的な役割をもつことを,あらためて認識することがで

きた。 

 今回は,アタッチメント関係の研成・確立期を中心に,テーマをしぼったが,今後は,母子

相互作用の新しい研究法の開発をおこない,幼児期から思春期まで,研究対象を拡大し,思

春期の問題行動の発達臨床心理学的接近を試みたい。 


